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1．はじめに 

Altera 社の DE2 ボードを用いて電子楽器の出力音を歪ませる

ディジタルエフェクタの設計をした．ディジタル回路の設計は

VHDL（ハードウェア記述言語）を使用し，DE2 ボード上の FPGA

と呼ばれる書き換え可能なデバイスに実装した．設計した歪み系

ディジタルエフェクタと自作歪み系アナログエフェクタの出力波

形とスペクトルを比較した．ただし，ファンクションジェネレー

タから正弦波を入力した． 

 

2． ディジタルエフェクタの設計 

設計した回路の全体構成として図 1 に示す．設計するにあたり

3つのセクションに分けた．I2Cを用いた Audio CODECの仕様設

定設計，ビット列変換回路、Distortion 回路設計である．I2C Audio

設定回路より Audio CODE のデフォルト仕様設定から今回設計す

る仕様設定に変更する．Audio CODEC で AD変換されたディジタ

ル信号を Distortion回路によって波形を非線形処理し，波形をクリ

ップさせ歪ませる設計をした．なお，Audio CODEC から出力する

AD 変換されたディジタル信号は，シリアルで 1Bitずつ出力される

のでパラレルにするためにビット列変換回路を設計した．また，

Distortion 回路からの出力信号も再びシリアルに戻し DA 変換し，

Line-outから出力した． 

 

 
図 1: ディジタルエフェクタ設計構成ブロック線図 

 

3．ディジタルエフェクタ測定 

 自作アナログエフェクタと設計したディジタルエフェクタの入

力を正弦波交流とした波形とスペクトルを測定した．ただし，フ

ァンクションジェネレータの出力信号の周波数を 880Hz とし，

Vpp は 3V,オフセット電圧 1.5V とした．スペクトルは 10Hzから

20kHz までの成分を測定し，人間の可聴域を基準とした．自作エ

フェクタの測定結果を図 2，図４に DE2 ディジタルエフェクタを

図 3，図 5に示す． 

  

図 2: 自作エフェクタ波形  図 3: DE2 エフェクタ波形 

  

図 4: アナログのスペクトル   図 5:ディジタルのスペクトル 

 

4．まとめ 

 VHDLを用いてディジタルエフェクタの設計をし，DE2に実装

することができた．ディジタルエフェクタは自作アナログエフェ

クタに近い波形がとれたがノイズが多かった．出力スペクトルは

アナログ及びディジタルエフェクタ共に，入力正弦波のスペクト

ルには生成されていない新たな高調波がふくまれていた．  

 


